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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 

（意見等） 

本研究は、国の生産性と無形資産投資に関するデータベース構築と理論形成という、日本の長期的経

済成長にとって極めて重要な研究領域に正面から取り組む本格研究である。研究体制も、国内外の主要

研究者との共同研究、日本の主要大学と経済産業研究所との連携など大きな広がりをもって進められて

いる。途中 2011 年の東日本大震災という不幸な事情によりアンケート回収が遅れたようであったが、

対象の変更拡大などフレキシブルな対応により回収や分析も確実に進み、データセットの構築は一段落

したように見える。今後はこうしたデータをベースに無形資産と生産性向上あるいは企業パフォーマン

スとの分析などを学術的成果として国内外に発信して行く段階に入ったと考えられるので、一層の進展

を望みたい。 

検証結果   

当初目標に対し、期待どおりの成果があった。  

本研究は、我が国における無形資産投資の大きさをマクロ・産業・企業レベルにおいて

計測し、それがマクロ・産業における生産性、企業パフォーマンスに与えた影響を分析し

た、我が国における無形資産の先駆的な研究である。マクロ・産業レベルの無形資産投資

データを経済産業研究所のウェブサイトにおいて公表し、我が国における無形資産研究の

促進に寄与したことも高く評価できる。 

 マクロ・産業・企業いずれのレベルにおける研究成果も国内外の学会・会議において報

告され、学術雑誌や英文著書にも発表されており、国内外への情報発信も十分に行われて

いる。 
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